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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　紫外線を照射する高圧放電管と、

　内管と外管からなる円筒状に形成し、前記内管と前記外管の間に流水スペースを設けて

、前記高圧放電管を前記内管の中心に配置して前記高圧放電管を覆う保護管と、

　を備えた水冷式紫外線照射装置であって、

　前記外管の外表面に被膜したＳｉＯ ２上にＨｆＯ ２およびＹ ２Ｏ ３の被膜層を多層形成

したことを特徴とする水冷式紫外線照射装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は特に、紫外線硬化インキに紫外線を照射して硬化させる水冷式の紫外線照射装

置に関する。

【背景技術】

【０００２】

　一般に印刷に用いる主なインキは紫外線硬化（ＵＶ）インキと油性インキがある。この

うち紫外線硬化インキは、インキ（顔料）、モノマー、プレポリマー、重合開始剤、増感

剤等からなり、２００ｎｍから４００ｎｍの波長域である紫外線を照射して重合開始剤を

励起させてインキを硬化させている。紫外線硬化インキは油性インキと比べ速乾性があり

、有機溶剤を含まないことから印刷分野で多用されている。
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